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第Ⅳ編 ユーザ・網インタフェース（ＵＮＩ） 
 

１    ユーザ・網インタフェースの概要 

 

１．１ ユーザ・網インタフェースとサービス品目 

NTT 東が設置するＤＳＵのユーザ・網インタフェースは、Ｉインタフェース【ＴＴＣ標準準拠（注）】とＹイ

ンタフェース【ＮＴＴ仕様】の二つがあります。（ＯＮＵのユーザ・網インタフェースは、Ｉインタフェース    

のみです。） 
ユーザ・網インタフェースとサービス品目の関係を表１．１に示します。 

 
表１．１  サービス品目とユーザ・網インタフェース 

 
ＵＮＩ 区分 サービス品目 回線速度 ユーザ・網インタフェース速度

64kbit/s 64kbit/s 

128kbit/s 128kbit/s 
192kbit/s 

192kbit/s 192kbit/s 

256kbit/s 256kbit/s 

384kbit/s 384kbit/s 

512kbit/s 512kbit/s 

768kbit/s 768kbit/s 

1Mbit/s 1152kbit/s 

1.5Mbit/s 1536kbit/s 

1544kbit/s 

3Mbit/s 3072kbit/s 

4.5Mbit/s 4608kbit/s 

基本回線 

6Mbit/s 6144kbit/s 

6312kbit/s 

分岐回線 基本回線に同じ 

   ― 1536kbit/s 1544kbit/s 

Ｉ
イ
ン
タ
フ
ェ
ー
ス 

多重アクセス 
   ― 6144kbit/s 6312kbit/s 

64kbit/s 64kbit/s 80kbit/s 

192kbit/s 192kbit/s 

384kbit/s 384kbit/s 

768kbit/s 768kbit/s 

1.5Mbit/s 1536kbit/s 

1544kbit/s  

3Mbit/s 3072kbit/s 

基本回線 

6Mbit/s 6144kbit/s 
6312kbit/s 

Ｙ
イ
ン
タ
フ
ェ
ー
ス 

分岐回線 基本回線に同じ 

 
 （注）  ＪＴ－Ｉ４１１－ａ（専用線ユーザ・網インタフェース規定点及びインタフェース構造） 

ＪＴ－Ｉ４３０－ａ（専用線基本ユーザ・網インタフェース レイヤ１仕様） 
ＪＴ－Ｉ４３１－ａ（専用線一次群速度ユーザ・網インタフェース レイヤ１仕様） 
ＪＴ－Ｇ７０３－ａ（専用線二次群速度ユーザ・網インタフェース レイヤ１仕様） 
のＴＴＣ標準に準拠しています。 
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１．２  ユーザ・網インタフェースの概要 

ユーザ・網インタフェースは以下の条件から構成されます。 
 

（１）  物理的条件 
                ＴＥとＤＳＵ／ＯＮＵを接続するためのコネクタ等の形状、寸法、ピン配列の規格等 
 

（２） 電気的条件 
                ＴＥとＤＳＵ／ＯＮＵを接続するための信号線のインピーダンスや信号レベルの規格等 
 

（３） 論理的条件 
                ＴＥとＤＳＵ／ＯＮＵとの間で信号を送受信するための方法や動作条件等 
 
        また、インタフェース条件の規定点を図１．１に示します。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図１．１  インタフェース規定点 
 
 

ＴＥ 

ＵＮＩ 

●：規定点 

コネクタ等 コネクタ等 

配線盤等 

 
ＤＳＵ／ 
ＯＮＵ 

● 
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２  Ｉインタフェース 
 

２．１ 物理的条件 
ＴＥとＤＳＵ／ＯＮＵ間の接続はコネクタ接続となっており、各ユーザ・網インタフェースにおける接続の条

件は表２．１、その形状等は図２．１及び図２．２のとおりです。 

 

表２．１ 物理的接続条件 

 

ﾕｰｻﾞ・網ｲﾝﾀﾌｪｰｽ 基   本 一次群速度 二次群速度 
サービス名 

ﾕｰｻﾞ・網ｲﾝﾀﾌｪｰｽ速度 １９２kbit/s １５４４kbit/s ６３１２kbit/s 

コネクタ 
ISO IS8877準拠 

ｺﾈｸﾀ（注２） 

ISO IS10173準拠 

ｺﾈｸﾀ （注３） 

BNC ｺﾈｸﾀ１対 

(同軸ケーブル用端子 

JIS C5412－1976C02 

準拠ｺﾈｸﾀ)  

使用ケーブル 平衡対ケーブル 同軸ケーブル 

ＨＳＤ／ＤＡ 

（注１） 

DSU/ONUとTEとの配線

構成 
ﾎﾟｲﾝﾄ･ﾏﾙﾁﾎﾟｲﾝﾄ 

配線構成可能 

ポイント・ポイント配線構成 

(1対１配線) 

（注１） ＯＮＵでの提供は、ＤＡ１５００及びＤＡ６０００の場合に限ります 

（注２） 旧タイプのＤＳＵには、ネジ止め４端子のコネクタもあります。 
（注３）旧タイプのＤＳＵには、ネジ止め４端子又はISO IS8877準拠のコネクタもあります。 

 

２．１．１ 基本速度ユーザ・網インタフェース 

基本速度ユーザ・網インタフェースは次に示すISO IS8877準拠コネクタを使用します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

背面コネクタ  詳細図 

 

図２．１  基本速度ユーザ・網インタフェース接続コネクタの形状 

 

 

 ２．１．２ 一次群速度ユーザ・網インタフェース 

        一次群速度ユーザ・網インタフェースは次に示すISO IS10173準拠コネクタを使用します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

          背面コネクタ  詳細図 

 

図２．２ 一次群速度ユーザ・網インタフェース接続コネクタの形状 
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２．１．３  二次群速度ユーザ・網インタフェース 

送信信号、受信信号それぞれに対してＢＮＣ同軸コネクタ（JIS C5412-1976 高周波同軸 C02 形コネク

タ準拠）を使用します。同軸コネクタですのでピン番号等はありません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図２．３ 二次群ユーザ・網インタフェース接続コネクタの形状 

180°±0.5°

φ8.13±0.03 φ9.5±0.08

φ1.98 

4.24±0.10

8.41±0.05 
単位（㎜）

         +0.03

φ4.75-0.05

φ11.1±0.08
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２．２  電気的条件 
 

２．２．１ ユーザ・網インタフェース条件 

ユーザ・網インタフェース条件を表２．２に示します。 

 

 

表２．２  ユーザ・網インタフェース条件 

 

ユーザ・網インタフェース 基   本 一次群速度 二次群速度 

ユーザ・網インタフェース 
速度 

１９２kbit/s 

(TTC標準JT－I430－a 

に準拠) 

１５４４kbit/s 

(TTC標準JT－I431－a

に準拠) 

６３１２kbit/s 

(TTC標準JT－G703－a 

に準拠) 

伝送符号形式 100％ﾊﾟﾙｽ幅 AMI符号 50％ﾊﾟﾙｽ幅 B8ZS符号 

受信側インピーダンス 高インピーダンス １００Ω以上 ７５Ω以上 

平衡／不平衡回路 平 衡 回 路 不平衡回路 

信号レベル 

(波形マスク参照) 
図２．３参照 図２．４参照   図２．５参照 

 

２．２．２ 各ユーザ・網インタフェースにおける入出力信号波形 

各ユーザ・網インタフェースにおいて、DSU/ONUからTEへの出力信号は図２．３～２．５の波形マスク

内にあります。 

また、DSU/ONUは波形マスク内にあるTEからの入力信号で動作します。 

（１）基本ユーザ・網インタフェース 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図２．３(1) 基本ユーザ・網インタフェースの入出力信号波形マスク 

（試験負荷50Ωに対する波形マスク） 

V=100% 

0% 

7% 

4.17μs 

 (5.21-1.04)

ﾊﾟﾙｽ幅 

(μs)

公称ﾊﾟﾙｽ波形 

  振  幅：0.75Vo-p±10% 

  半値幅：5.21μs±10% 

  符号則：100%ﾊﾟﾙｽ幅AMI符号 

  （擬似3値符号） 

 

  （注）表現の明確化のために、

5.21μs のﾊﾟﾙｽ幅に基づい

ています。 

また、ｵｰﾊﾞｰｼｭｰﾄは、その

振幅が 1/2 となる期間が

0.25μs以下であるならば、

ﾊﾟﾙｽの立ち上がりｴｯｼﾞにお

いて、信号の中央振幅値の

5%まで許容します。 
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図２．３(2) 基本ユーザ・網インタフェースの入出力信号波形マスク 

（試験負荷400Ωに対する波形マスク） 

270% 

160% 

V=100% 
90% 

50% 

－20% 

－10% 

5% 
0% 

7% 

0.1μs

1.04μs

4.69μs 

 (5.21-0.52)

0.52μs 1.25μs 7%

0%
5%

ﾊﾟﾙｽ幅

(μs)
10.42μs 

(5.21+5.21)

5.21μs 0.47μs 

4.1μs 

 (5.21-1.11) 

公称ﾊﾟﾙｽ波形 

  振  幅：0.75Vo-p±10% 

  半値幅：5.21μs±10% 

  符号則：100%ﾊﾟﾙｽ幅AMI符号 

  （擬似3値符号） 

 

  （注）表現の明確化のために、

5.21μsのﾊﾟﾙｽ幅に基づいていま

す。 

正
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（２）一次群速度ユーザ・網インタフェース 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

         パルス幅(ns) 

 

 

        

 

（３）二次群速度ユーザ・網インタフェース 

 

A

 公 称 ﾊ ﾟ ﾙ ｽ ( 0 . 2 )

( 0 . 1 ) C

D   E

　 ﾊ ﾟ ﾙ ｽ 幅0        ( 2 . 0 )     ( 4 . 0 )

Ｂ

Ｃ

Ｄ Ｅ

Ｆ Ｇ

Ｈ

Ｉ

Ａ

Ｖ

Ｈ

 
     各点の座標（H,V） 

 A：(0.0,2.3) B：(2.4,2.3) Ｃ：(2.4,1.0) 

 D：(3.2,0.3) E：(4.0,0.3) Ｆ：(0.0,1.7) 

 G：(0.4,1.7) H：(1.6,0.9) Ｉ：(1.6,0.3) 

  図２．５ 二次群速度ユーザ・網インタフェースの入出力波形マスク 

ns -500 -258 -175 -175 -75 0 175 228 500 750

UI -0.77 -0.40 -0.27 -0.27 -0.12 0 0.27 0.35 0.77 1.16

正規格振幅 0.05 0.05 0.8 1.20 1.20 1.05 1.05 0.05 0.05 0.05

時間

公称ﾊﾟﾙｽ波形 

振  幅 ：2V0－P±0.3V 

符号則 ：50％ﾊﾟﾙｽ幅B8ZS符号 

 

水平軸(H) ：20ns/div 

垂直軸(V) ：1V/div 

公称ﾊﾟﾙｽ波形 

  振  幅：中央値2.4～3.6Vo-p 

(=正規化振幅1.0) 

  符号則：50%ﾊﾟﾙｽ幅B8ZS符号 
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正
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幅 

ns -500 -150 -150 -100 0 100 150 150 300 396 600 750

UI -0.77 -0.23 -0.23 -0.15 0 0.15 0.23 0.23 0.46 0.61 0.93 1.16

正規格振幅 -0.05 -0.05 0.5 0.9 0.95 0.9 0.5 -0.45 -0.45 -0.26 -0.05 -0.05

時間

下界境界線のコーナーポイント 

上界境界線のコーナーポイント 注：UI=ﾕﾆｯﾄｲﾝﾀｰﾊﾞﾙ=647.7ns 

図２．４ 一次群速度ユーザ・網インタフェースの入出力信号波形マスク 
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２．３  論理的条件 
 

２．３．１  フレームの基本構成 

フレーム構成は、信号ビット列をｎ個のビットで構成されるブロックで区切ったフレームとＮ個のフレ

ームで構成されるブロックで区切ったマルチフレーム(Ｎマルチフレームといいます。)とからなります。 

フレーム及びマルチフレームの区切りはマルチフレーム同期ビットにより識別します。 

マルチフレームの区切りが識別できればその位置からビット数を計数することによりフレームの区切

りが識別できるので、マルチフレーム同期ビットがフレーム同期ビットを兼ねています。(図２．６参照) 

 

２．３．２  情報チャネル 

お客様が使用できる情報チャネル(情報を伝送するチャネル)は、品目により異なりますが、各ユーザ・

網インタフェースにおけるその利用範囲を表２．３に示します。 

 

表２．３  各ユーザ・網インタフェースにおける情報チャネル 

 

ユーザ・網インタフェース 基  本 一次群速度 二次群速度 

ユーザ・網インタフェース速度 １９２kbit/s １５４４kbit/s ６３１２kbit/s 

使用可能情報チャネル(注) B1，B2 ＴＳ１～ＴＳ２４ ＴＳ１～ＴＳ９６ 

(注) 基本ユーザ・網インタフェースの場合、Ｄチャネルは規定していませんので、使用できません。 

又、二次群速度ユーザ・網インタフェースの場合、ＴＳ９７、ＴＳ９８がありますが、情報チャネルと

して使用しません。 

 

２．３．３  各ユーザ・網インタフェースのフレーム構成 

（１）基本ユーザ・網インタフェース 

ａ）フレーム構成 

① 図２．６及び図２．７に基本ユーザ・網インタフェースのフレーム構成を示します。 

② １フレームは 48 ビット(250µs)で構成され、２つの情報チャネル用(B1,B2) 32 ビット、フレーム同期

をとるためのフレーム同期ビット及び直流成分を除去するための直流平衡ビット等からなります。 

③ フレーム構成は、ＤＳＵ→ＴＥ及びＴＥ→ＤＳＵ方向で異なります。 

④ ＴＥからＤＳＵに送信するフレームの第1ビットは、ＤＳＵから受信するフレームの第1ビットより公

称２ビットの遅延があります。 

⑤ マルチフレームは、２０マルチフレーム構成です。 
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Ｆ ：フレーミングビット Ｂ１：Ｂチャネル１内のビット 

Ｌ ：直流平衡ビット Ｂ２：Ｂチャネル２内のビット 

Ｕ ：未使用ビット Ａ ：起動に使用するビット(常時“１”、INF02の時“０”) 

Ｆａ ：補助フレームビット（注） Ｓ ：このビットは未使用のため２進“０”に固定 

Ｎ ：２進数でＮ＝Ｆa (DSU→TE)   （注）Ｍ ：マルチフレームビット 

（注）Ｆaビットは、周期的に“１”に符号化され、Ｎビットは“０”となる。 

（Ｎビットは、常にＦａビットと逆の２進値に符号化） 

 
備考１ 点（ ．）は各々独立に直流平衡を取るフレームの各部分を示します。 

 ２ Ｑチャネル（Ｑビット）は使用しない。 

 ３ 公称２ビットの遅れはＴＥ接続点で見た場合です。ＤＳＵ接続点での相当の遅れはインタフェースケー

ブルの遅延や接続形態による変化により大きくなる場合もあります。 

 

図２．６ 基本ユーザ・網インタフェースのフレーム構成（１） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（注１）Ｂチャネル上の空きチャネル（図中の未定義ビット）は、ＴＥ→ＤＳＵでは２進“１”とします。 

（注２）回線速度が128kbit/sの場合、Ｂ１、Ｂ２、Ｂ１、Ｂ２の順序での伝送となります。 

（回線のＴＳＳＩは保証されます。）ただし、送信側マルチフレーム番号と受信側マルチフレーム番号が一

致して送受信することを保証しません。 

 

図２．７ 基本ユーザ・網インタフェースのフレーム構成（２） 

(B1) 

B1B1B1B1B1B1B1B1 U U A Fa N B2B2B2B2B2B2B2B2 U U M B1B1B1B1B1B1B1B1 U U S B2B2B2B2B2B2B2B2 U U L. F L.U L. F L.
 

F L.B1B1B1B1B1B1B1B1L. U L.FaL. B2B2B2B2B2B2B2L. U L.B1B1B1B1B1B1B1B1L.U.L.B2B2B2B2B2B2B2B2L. U L.F.L.U B2

(B2) (B1) (B2) 

ＤＳＵ→ＤＴＥ 

４８ビット(:250μs) 

(B1) (B2) (B1) (B2) 

ＤＴＥ→ＤＳＵ 

２ビット遅れ 

時間 

０ 

1 

０ 

０ 

1 

０ 

L.

フレーム（48 ﾋﾞｯﾄ：250μs）

Ｂ１ Ｂ２ Ｂ１ Ｂ２

8ﾋﾞｯﾄ 8 ﾋﾞｯﾄ 8 ﾋﾞｯﾄ 8 ﾋﾞｯﾄ

Ｂ１ － Ｂ１ － 

未定義

ﾋﾞｯﾄ

(注１)未定義

ﾋﾞｯﾄ
回線速度

64kbit/s

Ｂ１ Ｂ２ Ｂ１ Ｂ２ 128kbit/s
(注２)

フレーム１ フレーム２ フレーム19 フレーム20 ………………………

２０マルチフレーム（960 ﾋﾞｯﾄ） 

主信号 
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ｂ）  各ビット 

          各伝送方向におけるビット位置は以下の内容をもちます。 

          ①ＤＳＵ→ＴＥ：フレームはそれぞれ以下に示すビット・グループから構成する。 

            フレームの最終ビット（Ｌビット）はそれぞれ完結したフレームの直流平衡をとるために使用する。（１フ

レーム内のパルス（２進“０”）の数を常に偶数に保つように符号化される。） 

 

表２．４  ビットの位置（ＤＳＵ→ＴＥ） 

 

ビットポジション グループ 

１－２ 

３－１０ ２７－３４ 

１１，１２，２４，２５， 

３５，３６，４６，４７ 

１３ 

 

１４ 

１５ 

１６－２３ ３８－４５ 

２６ 

３７ 

４８ 

直流平衡ビット付フレームビット（２進“０”） 

Ｂ１チャネル（第１、２オクテット） 

未使用ビット 

 

起動に使用するビット 
（正常時は“１”，ＩＮＦＯ２の時“０”） 
Ｆａ、補助フレームビット 

Ｎビット 

Ｂ２チャネル（第１、２オクテット） 

Ｍ、マルチフレームビット 

Ｓ、このビット使用は継続検討（２進“０”に固定） 

フレーム直流平衡ビット 

 

②  ＴＥ→ＤＳＵ：各グループはそれぞれの最終ビット（Ｌビット）によって直流平衡をとる。 

 

表２．５  ビット位置（ＴＥ→DSU） 

 

ビットポジション グループ 

１－２ 

３－１１ ２７－３５ 

１２－１３，２５－２６， 

３６－３７，４７－４８ 

１４－１５ 

１６－２４ ３８－４６ 

直流平衡ビット付フレームビット（２進“０”） 

直流平衡ビット付Ｂ１チャネル（第１、２オクテット） 

直流平衡ビット付未使用ビット 

 

直流平衡ビット付ＱビットまたはＦａ補助フレームビット 

直流平衡ビット付Ｂ２チャネル（第１、２オクテット） 
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③  ＦａビットとＭビットについては表２．６のとおりです。 

 

表２．６  Ｑビット位置の識別およびマルチフレーム構成（２０マルチフレーム構成） 

 

フレーム番号 DSU→TE（Fa ﾋﾞｯﾄ位置） TE→ DSU（Fa ﾋﾞｯﾄ位置） DSU→TE（M ﾋﾞｯﾄ） 

１ 

２ 

３ 

４ 

５ 

６ 

７ 

８ 

９ 

１０ 

１１ 

１２ 

１３ 

１４ 

１５ 

１６ 

１７ 

１８ 

１９ 

２０ 

１ 

０ 

０ 

０ 

０ 

１ 

０ 

０ 

０ 

０ 

１ 

０ 

０ 

０ 

０ 

１ 

０ 

０ 

０ 

０ 

Ｑ１（注） 

０ 

０ 

０ 

０ 

Ｑ２（注） 

０ 

０ 

０ 

０ 

Ｑ３（注） 

０ 

０ 

０ 

０ 

Ｑ４（注） 

０ 

０ 

０ 

０ 

１ 
０ 

０ 

０ 

０ 

０ 

０ 

０ 

０ 

０ 

０ 

０ 

０ 

０ 

０ 

０ 

０ 

０ 

０ 

０ 

 
（注）Ｑビットは使用しないため、Ｑビット＝２進“１”に固定 
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ｃ）ユーザ・網インタフェース上の保守信号 

ユーザ・網インタフェース上の保守信号とそれらの符号化を表２．７に示します。 

 

表２．７  保守信号（基本ユーザ・網インタフェース） 

 

方 向 ＤＳＵ→ＴＥ ＴＥ→ＤＳＵ 

保 守 

 

信 号 

INFO 0 : 信号なし。 

（２進all “１”） 

INFO 2 : Ｂ１、Ｂ２のすべてのビットを

２進“０”に設定したフレーム。

Ａビットは２進“０”に設定。

ＮおよびＬビットは符号則に

従う。 

INFO 0 : 信号なし。 

（２進all “１”） 

その他 

INFO 4 : Ｂチャネルに一般データを含

む同期フレーム。 

Ａビットは２進“１”に設定。

INFO 3 : Ｂチャネルに一般データを

含む同期フレーム。 

 

基本ユーザ・網インタフェースにおける保守信号の伝達を図２．８に示します。 

 

    TE A       DSU A       LT       LT    DSU B      TE B 

 

 ×   ◎  ○         主信号全1 

   FAIL 

INFO 2        ○       ×       ×    ×  ◎  ○    INFO 0 

   INFO 2                     FAIL INFO 0 

INFO 0        ○  ◎      ×   ﾌﾚｰﾑ同期外 

   INFO 0 FAIL 

主信号全1            ◎    INFO 0 

    FAIL 

主信号全1        ○  ◎  × 

       INFO 0 FAIL 

INFO 0        ○  ◎ ×      ×      ×      ○    INFO 2 

   INFO 0 FAIL         INFO 2 

ﾌﾚｰﾑ同期外   ×       ◎  ○    INFO 0 

         FAIL INFO 0 

INFO 0        ◎          主信号全1 

      FAIL 

 

 

×印：回線の故障又は一時的劣化状態若しくは送信信号断又は同期外れを示します。 

（ＴＥとＤＳＵ間の×印：信号なし（INFO 0）あるいはフレーム同期外れ） 

◎印：検出を示します。（基本ユーザ・網インタフェース用ＤＳＵにはランプがありません。） 

○印：送出を示します。 

 

（注１）送信端末が保守信号を受信する場合、また受信端末が保守信号を送信する場合は、回線は上り方向及び

下り方向とも通常の通信が不可の状態となります。 

 保守信号は、変化後の状態が一定時間継続しない場合には必ずしも伝達されないことがあります。 

 また、保守信号を利用する場合（回線の状態を監視し、分岐回線への切替等に利用）には、一定時間以

上監視して頂くことが必要です。 

 

 

図２．８ 基本ユーザ・網インターフェースにおける保守信号の伝達図 
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（１）一次群速度ユーザ・網インタフェース 

ａ）フレーム構成 

① 図２．９に一次群速度ユーザ・網インタフェースのフレーム構成を示します。 

② １フレームは、193 ビット（125μs）で構成され、Ｆビットとそれに続く1から24 まで番号付けられ

た連続する２４個のタイムスロット（ＴＳ）からなります。 

③ 各ＴＳは、1から8まで番号付けられた連続する8ビットから構成されます。 

④ マルチフレームは、24フレームで構成する24マルチフレームです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（注）Ｆビットについては、表２．８を参照して下さい。 

 基本回線サービスにおける回線速度のＴＳ配置が示してあります。 

 

図２．９ 一次群速度インタフェースのフレーム構成 

未定義ﾋﾞｯﾄ 

フレーム(193 ﾋﾞｯﾄ : 125μs) 

TS(ﾀｲﾑｽﾛｯﾄ : 8 ﾋﾞｯﾄ) 

H1 H2 H3 H4 H5 H6 H7 H8

TS 1 TS 2 TS 3 TS 4 … TS 6 … TS 8 … TS12 … TS18 … TS24F 

1 
ﾋﾞｯﾄ 

TS 1 TS 2 TS 3 － … － … － … － … － … －F 

H ﾁｬﾈﾙ(24 ﾋﾞｯﾄ) 
回線速度

192kbit/s

未定義ﾋﾞｯﾄ 

TS 1 TS 2 TS 3 TS 4 … － … － … － … － … －F 

H ﾁｬﾈﾙ(32 ﾋﾞｯﾄ) 

256kbit/s

未定義ﾋﾞｯﾄ 

TS 1 TS 2 TS 3 TS 4 … TS 6 … － … － … － … －F 

H ﾁｬﾈﾙ(48 ﾋﾞｯﾄ) 

384kbit/s

未定義ﾋﾞｯﾄ 

TS 1 TS 2 TS 3 TS 4 … TS 6 … TS 8 … － … － … －F 

H ﾁｬﾈﾙ(64 ﾋﾞｯﾄ) 

512kbit/s

未定義ﾋﾞｯﾄ 

TS 1 TS 2 TS 3 TS 4 … TS 6 … TS 8 … TS12 … － … －F 

H ﾁｬﾈﾙ(96 ﾋﾞｯﾄ) 

768kbit/s

未定義ﾋﾞｯﾄ

TS 1 TS 2 TS 3 TS 4 … TS 6 … TS 8 … TS12 … TS18 … －F 

H ﾁｬﾈﾙ(144 ﾋﾞｯﾄ) 

1152kbit/s

TS 1 TS 2 TS 3 TS 4 … TS 6 … TS 8 … TS12 … TS18 … TS24F 

H ﾁｬﾈﾙ(192 ﾋﾞｯﾄ) 

1536kbit/s

 F  F  F ………  F F

ﾌﾚｰﾑ 1 ﾌﾚｰﾑ 2 ﾌﾚｰﾑ 3 ﾌﾚｰﾑ 24 

24 ﾏﾙﾁﾌﾚｰﾑ 
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ｂ）Ｆビット 

Ｆビットは、表２．８に示すように４フレーム毎のＦビットで構成される２進パターン（001011）マル

チフレーム同期信号（ＦＡＳ）、保守・運用情報等に用いるｍビットおよび誤り制御情報ｅビットに用い

ます。 

 

表２．８ マルチフレーム構成（２４マルチフレーム） 

 

Ｆビット ﾏﾙﾁﾌﾚｰﾑ ﾌﾚｰﾑ番号 

（ビット番号） ＦＡＳ 保守・運用情報等 誤り制御情報 

１ (   1) － ｍ － 

２ ( 194) － － ｅ１ 

３ ( 387) － ｍ － 

４ ( 580) ０ － － 

５ ( 773) － ｍ － 

６ ( 966) － － ｅ２ 

７ (1159) － ｍ － 

８ (1352) ０ － － 

９ (1545) － ｍ － 

１０ (1738) － － ｅ３ 

１１ (1931) － ｍ － 

１２ (2124) １ － － 

１３ (2317) － ｍ － 

１４ (2510) － － ｅ４ 

１５ (2703) － ｍ － 

１６ (2896) ０ － － 

１７ (3089) － ｍ － 

１８ (3282) － － ｅ５ 

１９ (3475) － ｍ － 

２０ (3668) １ － － 

２１ (3861) － ｍ － 

２２ (4054) － － ｅ６ 

２３ (4247) － ｍ － 

２４ (4440) １ － － 

ＦＡＳ：multiFlame Alignment Signal 

ｅｉ（ｉ＝１～６）：ＣＲＣ－６チェック（Ｘ６＋Ｘ＋１） 

 

ｃ）ユーザ・網インタフェース上の保守信号 

① ＲＡＩ（Remote Alarm Indication）信号 

  ＲＡＩ信号は、ユーザ・網インタフェースでのレイヤ１能力の消失を示します。 

  ＲＡＩは、レイヤ１能力がＴＥ側で失われるとＬＴ側へ伝わり、レイヤ１能力がＬＴ側で失われるとＴ

Ｅ側へ伝わります。 

  ＲＡＩは、ｍビットの中で８個の２進の“１”と“０”（1111111100000000）より成る16ビットシーケ

ンスの繰り返しとして規定されます。ただし、ＲＡＩ信号が送信されない時（正常時）は、ｍビットの中

にＨＤＬＣフラグパターン（01111110）が送信されます。 

② ＡＩＳ（Alarm Indication Signal）信号 

  ＡＩＳ信号は、レイヤ１能力がＬＴ側で失われると、ＤＳＵ／ＯＮＵからＴＥ方向でのレイヤ１能力の

消失を示すために使用します。 

  ＡＩＳの特徴の１つは、その存在によりＴＥに供給されているクロックが網クロックでないかもしれな

いということを示している点にあります。 

  ＡＩＳは、２進オール“１”の1544kbit/sビット列として規定されます。 
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一次群速度ユーザ・網インタフェースにおける保守信号の伝達およびＤＳＵ／ＯＮＵのランプ表示を 

図２．１０に示します。 

 

    TE A      DSU/ONU A       LT       LT  DSU/ONU B      TE B 

 

 ×   ◎  ○         主信号全1 

   FAIL 

RAI        ○       ×       ×    ×  ◎  ○    AIS 

   RAI      FAIL AIS 

    ◎      ×   ﾌﾚｰﾑ同期外 

        FAIL 

             ◎    RAI 

    FAIL 

主信号全1        ○  ◎  × 

    FAIL 

AIS        ○  ◎     ×      ×      ×      ○    RAI 

    AIS FAIL         RAI 

ﾌﾚｰﾑ同期外   ×       ◎ 

 FAIL 

RAI        ◎ 

      FAIL 

 

 

×印：回線の故障又は一時的劣化状態若しくは送信信号断又は同期外れを示します。 

◎印：検出及びランプ点灯を示します。 

○印：送出を示します。 

 

（注）保守信号は、変化後の状態が一定時間継続しない場合には必ずしも伝達されないことがあります。 

 また、保守信号を利用する場合（回線の状態を監視し、分岐回線への切替等に利用）には、一定時間以上

監視して頂くことが必要です。 

 

図２．１０ 保守信号の伝達（一次群速度ユーザ・網インタフェース） 
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（３）二次群速度ユーザ・網インタフェース 

ａ）フレーム構成 

① 図２．１１に二次群速度ユーザ・網インタフェースのフレーム構成を示します。 

② １フレームは、789ビット（125μs）で構成され、１から９８まで番号付けられた連続する９８個のタ

イムスロット（ＴＳ）とそれに続く5ビットからなるＦビットからなります。 

③ 各ＴＳは、１から８まで番号付けられた連続する８ビットから構成されます。 

④ マルチフレームは、４マルチフレーム構成です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（注）Ｆビットについては、表２．９を参照して下さい。 

 基本回線サービスにおける回線速度のＴＳ配置が示してあります。 

 

図２．１１ 二次群速度ユーザ・網インタフェースのフレーム構成 

ﾌﾚｰﾑ 4 

TS72

未定義ﾋﾞｯﾄ 

768 ﾋﾞｯﾄ 

フレーム(789 ﾋﾞｯﾄ : 125μs) 

TS(ﾀｲﾑｽﾛｯﾄ : 8 ﾋﾞｯﾄ) 

H1 H2 H3 H4 H5 H6 H7 H8 

TS 1 TS 2 TS48 TS49 … 

回線速度

3072kbit/s

4608kbit/s

F1 

ﾌﾚｰﾑ 1 

TS72 TS73… TS96 TS97… TS98 F2 F3 F4 F5

8 ﾋﾞｯﾄ 8 ﾋﾞｯﾄ 5 ﾋﾞｯﾄ 

H ﾁｬﾈﾙ(384 ﾋﾞｯﾄ) 

TS 1 TS 2 TS48 － … F1 － －… － －… － F2 F3 F4 F5

未定義ﾋﾞｯﾄ 

H ﾁｬﾈﾙ(576 ﾋﾞｯﾄ) 

TS 1 TS 2 TS48 TS49 … F1 －… － －… － F2 F3 F4 F5

TS72

未定義ﾋﾞｯﾄ 

6144kbit/s

H ﾁｬﾈﾙ(768 ﾋﾞｯﾄ) 

TS 1 TS 2 TS48 TS49 … F1 TS73… TS96 －… － F2 F3 F4 F5

 F1 F2 F3 F4 F5  F1 F2 F3 F4 F5 F1 F2 F3 F4 F5  F1 F2 F3 F4 F5

ﾌﾚｰﾑ 2 ﾌﾚｰﾑ 3 

4 ﾏﾙﾁﾌﾚｰﾑ 
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ｂ）Ｆビット 

Ｆビットは、表２．９に示すように第１フレームの第789ビットを除くＦビットと第２フレームのＦビ

ットで形成される２進パターン（110010100）マルチフレーム同期信号、保守運用情報等に用いるｍビッ

トや誤り制御信号ｅビットなどに用います。 

 

表２．９ マルチフレーム構成（４マルチフレーム） 

 

ビ ッ ト 番 号 
フレーム番号 

７８５ ７８６ ７８７ ７８８ ７８９ 

１ １ １ ０ ０ ｍ 

２ １ ０ １ ０ ０ 

３ Ｘ Ｘ Ｘ ａ ｍ 

４ ｅ１ ｅ２ ｅ３ ｅ４ ｅ５ 

ｍ：ｍビット         ａ：未使用ビット（“０”固定） 

ｅｉ（ｉ＝１～５）：ＣＲＣ－５チェック（Ｘ５＋Ｘ４＋Ｘ２＋１） 

Ｘ：予備ビット（“１”に固定） 

 

ｃ）ユーザ・網インタフェース上の保守信号 

① ＲＡＩ（Remote Alarm Indication）信号 

ＲＡＩ信号は、ユーザ・網インタフェースでのレイヤ１能力の消失を示します。 

ＲＡＩは、レイヤ１能力がＴＥ側で失われるとＬＴ側へ伝わり、レイヤ１能力が網側で失われるとユー

ザ側へ伝わります。 

ＲＡＩは、ｍビットの中で８個の２進の“１”と“０”（1111111100000000）より成る16ビットシーケ

ンスの繰り返しとして規定されます。ただし、情報信号が送信されない時は、ｍビットの中にＨＤＬＣフ

ラグパターン（01111110）が送信されます。 

② ＡＩＳ（Alarm Indication Signal）信号 

ＡＩＳ信号は、レイヤ１能力がＬＴ側で失われると、ＤＳＵ／ＯＮＵからＴＥ方向でのレイヤ１能力の

消失を示すために使用します。 

ＡＩＳの特徴の１つは、その存在によりＴＥに供給されているクロックが網クロックでないかもしれな

いということを示している点であります。 

ＡＩＳは、２進オール“１”の6312kbit/sビット列として規定されます。 
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二次群速度ユーザ・網インタフェースにおける保守信号の伝達およびＤＳＵ／ＯＮＵのランプ表示を 

図２．１２に示します。 

 

    TE A      DSU/ONU A       LT       LT  DSU/ONU B      TE B 

 

 ×   ◎  ○         主信号全1 

   FAIL 

RAI        ○       ×       ×    ×  ◎  ○    AIS 

   RAI      FAIL AIS 

    ◎      ×   ﾌﾚｰﾑ同期外 

        FAIL 

             ◎    RAI 

    FAIL 

主信号全1        ○  ◎  × 

    FAIL 

AIS        ○  ◎     ×      ×      ×      ○    RAI 

    AIS FAIL         RAI 

ﾌﾚｰﾑ同期外   ×       ◎ 

 FAIL 

RAI        ◎ 

      FAIL 

 

 

×印：回線の故障又は一時的劣化状態若しくは送信信号断又は同期外れを示します。 

◎印：検出及びランプ点灯を示します。 

○印：送出を示します。 

 

（注）保守信号は、変化後の状態が一定時間継続しない場合には必ずしも伝達されないことがあります。 

 また、保守信号を利用する場合（回線の状態を監視し、分岐回線への切替等に利用）には、一定時間以上

監視して頂くことが必要です。 

 

図２．１２ 保守信号の伝達（二次群速度ユーザ・網インタフェース） 
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２．４  基本回線サービス 
 

２．４．１  ユーザ・網インタフェース 

基本、一次群速度および二次群速度ユーザ・網インタフェースを用います。 

 

２．４．２  各サービス品目と情報チャネルの位置 

各サービス品目と使用する情報チャネルとの関係は表２．１０に示します。 

 

表２．１０  基本回線サービスの各サービス品目と情報チャネルとの関係 

 

ﾕｰｻﾞ･網ｲﾝﾀﾌｪｰｽ

ｻｰﾋﾞｽ品目 
基 本 一次群速度 二次群速度 

６４kbit/s Ｂ１   

１２８kbit/s Ｂ１，Ｂ２   

１９２kbit/s TS 1～TS 3  

２５６kbit/s TS 1～TS 4  

３８４kbit/s TS 1～TS 6  

５１２kbit/s TS 1～TS 8  

７６８kbit/s TS 1～TS12  

１Mbit/s TS 1～TS18  

１.５Mbit/s TS 1～TS24  

３Mbit/s TS 1～TS48 

４.５Mbit/s TS 1～TS72 

６Mbit/s 

 

 

TS 1～TS96 

    ：サービスの提供はしません。 

 

２．５  多重アクセスサービス 
 

２．５．１  ユーザ・網インタフェース 

一次群速度および二次群速度ユーザ・網インタフェースを用います。 

 

２．５．２  多重化の方法（情報チャネルの指定） 

お客様が、ＴＥ（例えばＴＤＭ）において、多重アクセスの伝送速度内（１.５Mbit/sあるいは６Mbit/s）

のＴＳ（タイムスロット）に対して、多重する（複数の）基本回線を割り付けることができます。 

なお、１つの基本回線は、ＴＳ位置を任意に指定できますが、連続するＴＳ（その基本回線が必要とす

るＴＳ数分）を占有しなければなりません。 

多重する回線数については、回線の合計速度が１９２kbit/s以上で、１.５Mbit/sまたは６Mbit/s以内

であれば制限はありません。 

例えば、基本回線１９２kbit/s、７６８kbit/s及び１.５Mbit/sの各１回線を６Mbit/sのユーザ・網イ

ンタフェースに収容する場合を表２．１１及び図２．１３に示します。 
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表２．１１ 情報チャネルの指定例 

 

基本回線速度 

× 回線数 
先頭ＴＳ位置 

１９２kbit/s×１ 

７６８kbit/s×１ 

１.５Mbit/s×１ 

TS＝ １ 

TS＝ ７ 

TS＝１９ 

TS＝３０ 

TS＝５０ 

TS＝ １ 

TS＝ １ 

TS＝１０ 

TS＝２０ 

多重化ＵＮＩ ６Mbit/s 

可 否 ○ × 

備 考 

 基本回線毎に必要数のＴＳが連続し

て確保されているので、お客様の指定ど

おり設定する。 

 ７６８kと１.５

MのＴＳが重複し

ている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図２．１３ 情報チャネルの指定例 

 

２．６ 回線自動切替サービス 
回線自動切替サービスは、端末区間の二重化により提供します。（ＨＳＤのみ） 

 

２．６．１  ユーザ・網インタフェース 

分岐回線側は、基本回線側と同じ回線速度であり、基本回線側と同じ速度のユーザ・網インタフェース

となります。同様に、多重アクセスサービス時もその伝送速度と同じユーザ・網インタフェースとなりま

す。 

 

２．６．２  基本動作 

基本回線側が故障時には自動的に分岐回線側に切替わります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

切替えトリガ：① ＬＴからＤＳＵ方向の故障 

② ＤＳＵからＬＴ方向の故障 

③ ＤＳＵからＴＥ方向の故障 

④ ＴＥからＤＳＵ方向の故障 

⑤ ＤＳＵ電源断 

 

図２．１４ 切替えトリガ 

ＤＳＵ

ＴＥ 

③ 
ＬＴ 

④ 
⑤

①

②

ＤＳＵ

基本回線

分岐回線

６Mbit/s

ＤＳＵ ＴＥ 
６Mbit/s

ＬＴ

名古屋

1.5Ｍbit/s 

お客様ビル 東 京 

ＬＴ ＤＳＵ ＴＥ 

お客様ビル 大 阪 

多重アクセス 

札幌 

192kbit/s 

768kbit/s 
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３    Ｙインタフェース 

３．１    物理的条件 

３．１． １ 接続コネクタ 
ＴＥとの接続には１５ピンコネクタ（注１）を使用します。接続コネクタの形状とピン番号を図３．１に示しま

す。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（注１） ＩＳＯ標準ＩＳ4903に準拠 
（注２） ケーブル側コネクタ（プラグ）のピン側インサートを結合側から見た図です。 
（注３） 取付けねじはＭ３を使用します｡ 

 
図３．１    接続コネクタの形状とピン番号 

 
３．１．２ 相互接続回路とピン番号 

相互接続回路とピン番号の関係を表３．１に示します。 
 
表３．１    相互接続回路とピン番号の関係 
 
相互接続回路 信号の方向 
名称 記号 

ピン番号 
（注１） ＴＥ ＤＳＵ 

Ｔ（Ａ） ２ 送信 
Ｔ（Ｂ） ９ 

  

Ｒ（Ａ） ４ 受信 
Ｒ（Ｂ） １１ 

  

ケーブルシールド 
（注２） 

  
１ 

 

 
（注１）１、２、４、９、１１番ピン以外は使用しません。 
（注２）ユーザ・網インタフェース速度が、１５４４ｋbit/s 及び６３１２ｋbit/s の場合はシールド・ペアケーブル 
   を使用することとしています。この場合、１番ピンを用いてＤＳＵ側でケーブルシールドを片端接地します。 
   （図３．２） 
    ユーザ・網インタフェース速度が８０ｋbit/s の場合、ペアケーブルを使用することとしています。 
    この場合は、１番ピンは使用しません。 
 

１ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８

11９ 10 12 13 14 15

33.45

33.20
25.37

25.12

R2.69 

 2.59 

10  ゚ （単位：㎜） 
 8

.4
8 

 8
.2

3 
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図３．２  ＤＳＵとＴＥの接続 
 

 
 

３．２    電気的条件 

３．２．１ ユーザ・網インタフェースの条件 
     ユーザ・網インタフェースの条件を表３．２に示します。 
 

表３．２  ユーザ・網インタフェースの条件 
       ﾕｰｻﾞ・網ｲﾝﾀﾌｪｰｽ速度

項目 
８０kbit/s １５４４kbit/s ６３１２ｋbit/s 

伝送符号形式 ＣＭＩ符号 
受信側インピーダンス １１０Ω 
平衡／不平衡回路 平衡回路 

ＴＥ→ ＤＳＵ ０．５～１．４４Ｖ １～６Ｖ 送出電圧 
（線間電圧） ＤＳＵ→ TE ０．９６～１．４４Ｖ ２～６Ｖ ４～６Ｖ 

 

       ２○  
Ｔ       
       ９○ 
       ４○ 
Ｒ     
       １１○ 
         １○  

片端接地 

 ○２ 
             Ｔ 
 ○９     
 ○４ 
             Ｒ 
 ○１１  
          

ＤＳＵ DTE 
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３．２．２ 各ユーザ・網インタフェースにおける入出力信号波形 
（１） ユーザ・網インタフェース速度 ８０kbit/s の場合 

a） ＤＳＵの出力信号に関する規格 
分界点においてＲ（Ａ）及びＲ（Ｂ）間を１１０Ω純抵抗で終端したとき、ＤＳＵは 
ＤＴＥに対して図３．３に示すパルスマスクに適合する波形（斜線内に収まる波形）を 
出力します。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

Ｖ１ 1.2 ＋ 0.24 Ｖ 
Ｖ２ 1.2Ｖ 
Ｖ３ 1.2 － 0.24 Ｖ  

 
 

図３．３  ８０kbit/s の場合のＤＳＵからの出力信号パルスマスク 
 
      ｂ） ＤＳＵの入力信号に関する規格 

① ＴＥの送信信号（ＴＥからＤＳＵに入力する信号パルス）に対するＤＳＵの識別値は 
分界点において次のとおりです。 
Ｖａ －Ｖb ＞ ＋ ０．２５Ｖ  → Ｈｉｇｈ 
Ｖａ －Ｖb ＜ － ０．２５Ｖ  → Ｌｏｗ 
但し、（Ｖａ  －Ｖb ）はコネクタピンのＴ（Ａ）とＴ（Ｂ）の間の電位差を示します。 

② ＤＳＵでは直流遮断のためトランス結合としています。 

V1

5.63μs 

11.3μs

6.88μs 

6.25μs 

Ｔ 

7.50μs 

公
称
パ
ル
ス 

V2

V3

5μs 

11.9μs

12.5μs

13.1μs 

13.8μs 

Ｔ

（b）論理値”1”の場合 （ａ）論理値”0”の場合 

V1 

V3 

公
称
パ
ル
ス 

V2 
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（２） ユーザ・網インタフェース速度１５４４ｋbit/s 及び６３１２ｋbit/sの場合 
 ａ） ＤＳＵの出力信号に関する規格 

 分界点においてＲ（Ａ）及びＲ（Ｂ）間を１１０Ω純抵抗で終端したとき、ＤＳＵはＤＴＥに対して

図３．４に示すパルスマスクに適合する波形（斜線内に収まる波形）を出力します。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 Ｖ１ Ｖ２ Ｖ３ Ｔ１ Ｔ２ Ｔ３ 
１５４４ｋbit/s ６Ｖ ２Ｖ Ｖ２×０．８ ３０ｎｓ ２５ｎｓ １/（1.544×２）μｓ 
６３１２ｋbit/s ６Ｖ ４Ｖ Ｖ２×０．８ ６ｎｓ １０ｎｓ １/（6.312×２）μｓ 

図３．４  １５４４ｋbit/s 及び６３１２ｋbit/s の場合のＤＳＵからの出力信号パルスマスク 
 
ｂ）ＤＳＵの入力信号に関する規格 
① ＴＥの送信信号（ＴＥからＤＳＵに入力する信号パルス）に対するＤＳＵの識別値は分界点において次のとおり 
 です。 

Ｖａ － Ｖb ＞ ＋０．５Ｖ → Ｈｉｇｈ 
Ｖａ － Ｖb ＜ －０．５Ｖ → Ｌｏｗ 
但し、（Ｖａ － Ｖb）はコネクタピンのＴ（Ａ）とＴ（Ｂ）間の電位差を示します。 

② ＤＳＵでは、直流遮断のためトランス結合としています。 
 

３．３ 論理的条件 

３．３．１ フレームの基本構成 
 フレームの基本構成は、信号ビット列をｎ個のビットで構成されるブロックで区切ったフレーム（繰

り返し周期１２５μs）とＮ個のフレームで構成されるブロックで区切ったマルチフレーム（Ｎマルチフ

レームといいます。繰り返し周期１２５×Ｎμs）とからなります。フレーム及びマルチフレームの区切

りはマルチフレーム同期ビットにより識別します。 
 マルチフレームの区切りが識別できればその位置からビット数を計数することによりフレームの区切

りが識別できるので、マルチフレーム同期ビットがフレームビットを兼ねています。フレームの基本構

成は図３．５のとおりです。 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 

図３．５  フレームの基本構成 

Ｆ ･…･…･… Ｆ ＊＊ ＊･…･…･… ･…･…･… ･…･…･… ･…･…･…

フレーム１ フレーム２ フレーム３～Ｎ－１ フレームＮ フレーム１ 

Ｎマルチフレーム（ｎ×Ｎビット：１２５×Ｎ μs） 

ｎビット：125μs ｎビット：125μs ｎビット：125μs ｎビット：125μs 

Ｆ：マルチフレーム同期ビット 

＊：３．３．３項参照 

Ｖ３ Ｖ１ Ｖ２ 
出力振幅 

の中点 

T３ T３

T２ 

T１T１T１T１T１ 

T２T２T２T２ 

T２ T２ T２

T２ 

T２
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３．３．２ フレームの構成要素 
フレームは表３．３に示す基本要素から構成されます。 
 

表３．３  フレームの基本構成要素 
 

基本構成要素 内容 
Ｈチャネル 

（情報チャネル） 
64kbit/s、192kbit/s、384kbit/s、768kbit/s、1536kbit/s、3072kbit/s、 
6144kbit/sの回線速度を有し、情報を伝送するチャネルです。 
お客様が任意に使用できます。 

Ｓチャネル 
（サービス情報チャネル） 

 端末機器等が回線及び相手端末の状態を認識して適切な動作を行うため

の情報を伝達するためのチャネルです。次の４種類があります。 
① ＤＮＲ（注１） …… 回線の故障又は一時的劣化状態（瞬断、バースト

（ＤＣＥ Not Ready） 誤り等）を示します｡ 
②ＵＮＲ    …… 相手側ＴＥ→ＤＳＵ間の送信信号断又は同期はず

（ＤＴＥ Uncontrolled    れ状態を示します。 
  Not Ready） 

③ＳＥＮＤ   …… 自側TE→ＤＳＵ間の送信信号断又は同期はずれ   
          状態を示します。 
④Ｓ（注２）  …… 回線の使用状態を示します｡ 
（Status） 

Ｆビット 
（マルチフレーム同期ビット） 

フレーム及びマルチフレームの同期をとるためのビットです。ＣＭＩ符号

の“１”に対するＣＲＶ（Coding Rule Violation）方式（注３）により識

別します。 

（注１） ３．３．４（３）項及び附属資料４項を参照してください。 
(注２) 分岐サービス利用時、分岐制御に利用します。 
(注３) ＣＲＶ方式：ＣＭＩ符号の“１”はＨＨとＬＬを交互に繰り返しますが、ＣＲＶはこの規則に従わず、以下に

示すように、マルチフレーム同期ビットは、直前の“１”がＨＨ又はＬＬのときそれぞれＨＨ又はＬＬとなり

ます。 
 
＜例＞ 論理値     １  ０  １  １ ０ １   ……  １ ０ １ １ ０ 
 波形値  ＨＨＬＨＨＨＬＬＬＨＨＨ   ……  ＬＬＬＨＬＬＨＨＬＨ 
 波形   
                                                …… 
 
    
 
          反転しない        反転しない  
           
          はＦビットを示します｡ 
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３．３．３ 各ユーザ・網インタフェースのフレーム構成 
（１） ユーザ・網インタフェース速度８０ｋbit/s  

      ａ）フレーム構成 
① フレーム構成の概念を図３．６に示します。 
② フレームは、Ｘビット及びＹビットそれぞれ１ビットとＨチャネル（Ｈ１～Ｈ８）８ビットで

構成します。 
③ マルチフレームは２０マルチフレーム構成です。 

      ｂ）Ｘビット及びＹビット 
  Ｘビット及びＹビットの指定を表３．４に示します。 
 

表３．４  Ｘビット及びＹビットの指定 
 

 受信信号（ＤＳＵ→ＴＥ） 送信信号（ＴＥ→ＤＳＵ） 
Ｘ

ビ

ッ

ト 

フレーム １……Ｆ 
フレーム１３……ＤＮＲ 
フレーム１５……ＵＮＲ 
フレーム１７……Ｓ 
フレーム１９……SEND 
 
その他のフレームのＸビットは未定義ビット

（注）です。 
論理値は不定です。（図３．６の“―”） 

フレーム １……Ｆ 
フレーム１７……Ｓ 
 
 
その他のフレームのＸビットは未定義ビッ

ト（注）です。 
論理値は“１”又は“０”のいずれでも構い

ません。（図３．６の“―”） 

Ｙ

ビ

ッ

ト 

すべてのフレームのＹビットは未定義ビット

（注）です。 
論理値は不定です。（図３．６の“―”） 

すべてのフレームのＹビットは未定義ビッ

ト（注）です。 
論理値は“１”又は“０”のいずれでも構い

ません。（図３．６の“―”） 
  （注）お客様は未定義ビットを使用することはできません。他のユーザ・網インタフェース 
  速度においても同様です。 
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      フレーム（10ビット：125μs） 
        Ｈチャネル（8ビット） 
 
 
 
 
 

20マルチフレーム（200ビット） 
     フレーム    フレーム  フレーム   フレーム    フレーム  フレーム 
       1      2     3～18    19       20     1 
 
 
 
 
 
          
   
               受信信号（ＤＳＵ→ＤＴＥ）                                    
                                         

 
 
 

 
 
 

 
        送信信号（ＤＳＵ→ＤＴＥ） 
 
 
 
 
 
 
 
 

図３．６ ユーザ・網インタフェース速度80kbit/sのフレーム構成 
 
 

Ｘ H2 H3 H4 H5 H6 H7 H8H1 Ｙ

H1～H8 ……… Ｙ Ｙ ＸH1～H8 H1～H8 X H1～H8Ｙ Ｙ X H1～H8 Ｙ ………Ｘ 

― ――Y ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ―― ― ― ―

― ― ―Ｘ F ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ―― ― ―Ｓ

― ―Ｘ Ｆ ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ―Ｓ ―DNR UNR SEND

― ――Y ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ―― ― ― ―

Ｘ 
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（２）ユーザ・網インタフェース速度１５４４ｋbit/s 
 ａ） フレーム構成 

① フレーム構成の概念を図３．７に示します。 
② フレームは、Ｘビットとそれに続く２４個のタイムスロット（ＴＳ）で構成します。 
③ タイムスロット（ＴＳ）は、８ビット（Ｈ１～Ｈ８）で構成します。 
④ マルチフレームは、２４マルチフレーム構成です。 

 ｂ）タイムスロット 
   タイムスロットの指定を表３．５に示します。 
 

表３．５  タイムスロットの指定 
 

回線速度 受信信号（ＤＳＵ→ＴＥ） 送信信号（ＴＥ→ＤＳＵ） 

１９２ｋb/s 

ＴＳ １～ ３ …Ｈチャネル 
ＴＳ ４～２４ …未定義ビット 
         論理値は不定です。

ＴＳ １～ ３ …Ｈチャネル 
ＴＳ ４～２４ …未定義ビット 
         論理値は“１”又は

         “０”のいずれでも

         構いません。 

３８４ｋb/s 

ＴＳ １～ ６ …Ｈチャネル 
ＴＳ ７～２４ …未定義ビット 
         論理値は不定です。

ＴＳ １～ ６ …Ｈチャネル 
ＴＳ ７～２４ …未定義ビット 
         論理値は“１”又は

         “０”のいずれでも

         構いません。 

７６８ｋb/s 

ＴＳ 1～１２ …Ｈチャネル 
ＴＳ１３～２４ …未定義ビット 
         論理値は不定です。

ＴＳ 1～１２ …Ｈチャネル 
ＴＳ１３～２４ …未定義ビット 
         論理値は“１”又は

         “０”のいずれでも

         構いません。 
１５３６ｋb/s ＴＳ 1～２４ …Ｈチャネル ＴＳ 1～２４ …Ｈチャネル 

 
 
 ｃ）Ｘビット 
   Ｘビットの指定を表３．６に示します｡ 
 

表３．６  Ｘビットの指定 
 

回線速度 受信信号（ＤＳＵ→ＴＥ） 送信信号（ＴＥ→ＤＳＵ） 

１９２ｋb/s 
３８４ｋb/s 
７６８ｋb/s 
１５３６ｋb/s 

フレーム １ ……Ｆ 
フレーム１７ ……ＤＮＲ 
フレーム１９ ……ＵＮＲ 
フレーム２１ ……Ｓ 
フレーム２３ ……ＳＥＮＤ 
 
その他のフレームのＸビットは未定義ビ

ットです｡ 
論理値は不定です｡ 
（図３．７の“―”） 

フレーム １ ……Ｆ 
フレーム２１ ……Ｓ 
 
その他のフレームのＸビットは未定義ビ

ットです｡ 
論理値は“１”又は“０”のいずれでも

構いません。 
（図３．７の“―”） 
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ＴＳ(タイムスロット：8ビット) 

 

 

 

 １ビット 

 

   フレーム（193ビット：125μs） 

 

 

 

 

          回線速度 

   Ｈチャネル(24ビット)   未定義ビット 

 

          192kb/s 

 

 

    Ｈチャネル（48ビット）  未定義ビット 

 

          384kb/s 

 

 

  Ｈチャネル（96ビット）    未定義ビット 

 

          768kb/s 

 

 

    Ｈチャネル（192ビット） 

 

          1536kb/s 

 

 

     24マルチフレーム 

 

 

 

 

 

 

 

 

  受信信号（ＤＳＵ→ＴＥ） 

 

 

 

  送信信号（ＴＥ→ＤＳＵ） 

 

 

 

図３．７ ユーザ・網インタフェース速度1544kbit/sのフレーム構成 

H1 H2 H3 H4 H5 H6 H7 H8 

TS24 TS13………Ｘ TS 1 TS 3 TS 5 TS 2 TS 4 TS 6 TS 7 TS12 ………

…………  Ｘ  Ｘ  Ｘ Ｘ  Ｘ Ｘ  Ｘ  Ｘ

Ｆ ― ― ― ― ― ― ― ― ―――――――― ―― Ｓ ― ―― ―

Ｆ ― ― ― ― ― ― ― ― ―――――――  ― Ｓ ― ― ―DNR SENDUNR 

― ―………Ｘ TS 1 TS 3 ― TS 2 ― ― ― ― ………

― ―………Ｘ TS 1 TS 3 TS 5 TS 2 TS 4 TS 6 ― ― ………

― ―………Ｘ TS 1 TS 3 TS 5 TS 2 TS 4 TS 6 TS 7 TS12 ………

TS24 TS13………Ｘ TS 1 TS 3 TS 5 TS 2 TS 4 TS 6 TS 7 TS12 ………
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（３）ユーザ・網インタフェース速度6312kbit/s 

 ａ） フレーム構成 

① フレーム構成の概念図を図３．８に示します。 

② フレームは、98個のタイムスロット（ＴＳ）とそれに続くＸ１～Ｘ５ビットで構成します。 

③ タイムスロット（ＴＳ）は、8ビット（Ｈ１～Ｈ８）で構成します。 

④ マルチフレームは、４マルチフレーム構成です。 

 ｂ） タイムスロット 

   タイムスロットの指定を表３．７に示します。 

 

表３．７ タイムスロットの指定 

 

回線速度 受信信号（ＤＳＵ→ＴＥ） 送信信号（ＴＥ→ＤＳＵ） 

3072ｋbit/s 

ＴＳ  1～48…Ｈチャネル 

ＴＳ  49～96…未定義ビット 

         論理値は不定です。

ＴＳ  97～98…未定義ビット 

         論理値は不定です。

ＴＳ  1～48…Ｈチャネル 

ＴＳ  49～96…未定義ビット 

         論理値は“１”又は

“０”のいずれでも

構いません。 

ＴＳ  97～98…未定義ビット 

         論理値は“１”又は

“０”のいずれでも

構いません。 

6144ｋbit/s 

ＴＳ  1～96…Ｈチャネル 

ＴＳ  97～98…未定義ビット 

         論理値は不定です。

ＴＳ  1～96…Ｈチャネル 

ＴＳ  97～98…未定義ビット 

         論理値は“１”又は

“０”のいずれでも

構いません。 

 

 ｃ） Ｘ１～Ｘ５ビット 

   Ｘ１～Ｘ５ビットの指定を表３．８に示します。 

 

表３．８ Ｘ１～Ｘ５ビットの指定 

 

回線速度 受信信号（ＤＳＵ→ＴＥ） 送信信号（ＴＥ→ＤＳＵ） 

3072ｋbit/s 

6144ｋbit/s 

フレーム１のＸ５ ……Ｆ 

フレーム３のＸ１ ……ＤＮＲ 

フレーム３のＸ２ ……ＵＮＲ 

フレーム３のＸ３ ……Ｓ 

フレーム３のＸ５ ……ＳＥＮＤ 

 

その他のＸ１～Ｘ５は未定義ビットで

す。 

論理値は不定です。 

（図３．８の“―”） 

フレーム１のＸ５ ……Ｆ 

フレーム３のＸ３ ……Ｓ 

 

その他のＸ１～Ｘ５は未定義ビットで

す。 

論理値は“１”又は“０”のいずれでも

構いません。 

（図３．８の“―”） 
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ＴＳ(タイムスロット：８ビット) 

 

 

 

 

 

フレーム（789ビット：１２５μｓ） 

 

   768ビット         8 ﾋﾞｯﾄ 8 ﾋﾞｯﾄ   5ビット 

 

 

 

 

 

           回線速度 

 

  Ｈチャネル（384ビット）         未定義ビット 

 

 3072kb/s 

 

 

 

  Ｈチャネル（768ビット）     未定義ビット 

 

           6144kb/s 

 

 

 

４マルチフレーム 

 

 フレーム１    フレーム２    フレーム３  フレーム４ 

 

 

 

 

 

 

受信信号（ＤＳＵ→ＴＥ） 

 

 

 

 

送信信号（ＴＥ→ＤＳＵ） 

 

 

 

図３．８ ユーザ・網インタフェース速度6312kbit/sのフレーム構成 

 

H1 H2 H3 H4 H5 H6 H7 H8 

TS 1 TS 2 TS48 TS49 TS96 TS97 TS98……… ……… X1 X2 X3 X4 X5 

TS 1 TS 2 TS48 ― ― ― ―……… ……… X1 X2 X3 X4 X5 

TS 1 TS 2 TS48 TS49 TS96 ― ―……… ……… X1 X2 X3 X4 X5 

 X1 X2 X3 X4 X5  X1 X2 X3 X4 X5  X1 X2 X3 X4 X5  X1 X2 X3 X4 X5

― ― ― ― Ｆ ― ― ― ― ― ― ― Ｓ ― ― ― ― ― ― ― 

― ― ― ― Ｆ ― ― ― ― ― Ｓ ― ― ― ― ― ― DNR UNR SEND
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３．３．４  サービス情報チャネル 

サービス情報チャネル（Ｓチャネル）の送出条件、ＤＳＵ相互間での転送条件、ＴＥへの送出タイミング及

びＤＳＵのランプ点灯条件について示します。 

分岐サービスにおけるＳチャネルの送出条件は、３．５項を参照して下さい。 

 

（１）  Ｓチャネル伝達の概要 

Ｓチャネル伝達の概念を図３．９に示します。 

 

高速ディジタル回線 

 

  ＴＥ      DSU        DSU         TE 

    DNR   DNR 

    ◎  × ◎ 

  DNR DNR     DNR DNR 

   ○ ◎ ×  ◎ ○ 

    DNR   DNR 

   REC     REC  

       ×  ◎     ◎      × 

  SEND       SEND  

   ○     ○ 

   SEND UNR   UNR   SEND UNR 

    ○   ◎ ○ 

  UNR UNR UNR   UNR UNR 

   ○ ◎   ○ 

  S       S 

   ○     ○ 

  S       S 

   ○     ○ 

 

×：回線の故障または一時的劣化状態若しくは送信信号断又は同期はずれを示します。 

◎：検出及びランプ点灯を示します。 

○：送出を示します。 

（注）Ｙ／Ｉ ＤＳＵをご利用いただく場合については、第Ⅴ編３．３を参照して下さい。 

 

図３．９  Ｓチャネル伝達の概念図 

 

（２）  Ｓビット 

ａ）  ＴＥ→ＤＳＵ方向に通信したＳビットは、相手側の分界点でＤＳＵ→ＴＥ方向に伝達されます。ただし、 

 ＤＳＵ相互間においてＳビットのトランスペアレンシィ（透過性）は保証されません。 

Ｓビットの伝達には制約があります。例えば、Ｓビットを“０”から“１”へ、あるいは“１”から“０”

へ変化させたとき、変化後の状態が一定時間継続しない場合には、Ｓビットの変化は必ずしも受信側へ伝達さ

れないことがあります。 

ｂ）  Ｓビットは表３．９に示すように、通信中は“１”、非通信中は“０”にしてください。 

回線側では、ＴＥが通信中であるか否かをＳビットにより判断します。受信Ｓビットが“０”の場合、Ｈチ

ャネルの内容は保証されません。 

表３．９  Ｓビットの論理値 

論理値 方向 
Ｓチャネル 

通信中 非通信中 ＴＥ ＤＳＵ
記事 

  送信Ｓビット 
Ｓ １ ０ 

  受信Ｓビット 

ｃ）  図３．１０に示すように、ＴＥから同一のマルチフレームで送信されたＨチャネルとＳビットは相手側ＴＥ
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に同一のマルチフレームでは到着しません。（ＳビットはＨチャネルに対して相対的に遅れて相手側ＴＥに到

着します。） 

なお、相対遅延時間は100msを超える場合があります。 

 

マルチフレーム

１ 

マルチフレーム

２ 

マルチフレーム

３ 

 マルチフレーム

ｍ 
自側の 

送信信号 
Ｓ１ Ｈ１ Ｓ２ Ｈ２ Ｓ３ Ｈ３ …… Ｓｍ Ｈｍ 

   

  マルチフレーム

ｍ 

 Ｈ１  Ｈ２  Ｈ３ …… Ｓ１ Ｈｍ 相手側の

受信信号 

 

Ｓビットの相対遅延時間    

伝搬遅延時間 

Ｓｉ：ｉ番目のマルチフレームのＳビット 

Ｈｉ：ｉ番目のマルチフレームのＨビット 

（ｉ＝１，２，３…ｍ） 

 

図３．１０  Ｈチャネルに対するＳビットの相対的遅延 

 

 

（３）  ＤＮＲビット（附属資料３項参照） 

ａ）  回線の故障又は一時的劣化状態を検出したときは表３．１０に示すように自側及び相手側のＴＥに対して 

 ＤＮＲビットを“１”とします。 

一時的劣化状態とは、瞬断、同期はずれ、バースト誤りの発生等により、一時的に伝送品質が著しく劣化し

ている状態をいいます。故障又は一時的劣化状態を総称して故障等といいます。 

 

表３．１０  ＤＮＲビットの論理値 

 

論理値 方向 
Ｓチャネル 

定常時 故障時等 ＤＴＥ ＤＳＵ 

ＤＮＲ ０ １   

ＤＮＲランプ表示 オフ オン  

 

ｂ）  ＤＮＲビットが“１”の場合、ＤＳＵ相互間におけるＨチャネル及びＳビットの内容は保証されません。 

ｃ）  回線に故障等が発生してから回復するまでのＤＮＲビットの送出タイミングの概念を図３．１１に示します。 
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  発生     検出    回復       検出 

  ↓      ↓     ↓        ↓ 

          時間 

 

    ＤＮＲ情報転送      ＤＮＲ情報転送 

 

 

 

 

 

      ＤＮＲ＝“１”                      ＤＮＲ＝“０” 

 

 

 

 

          ＤＮＲ＝“１”、ＤＮＲランプ点灯 

 

      伝搬遅延時間 

   回線が故障等の状態にある時間 

 

   Ｈチャネル等の内容が保証されない時間 

 

 

図３．１１  ＤＮＲビット送出タイミングの概念図 

 

（４）  ＵＮＲ及びＳＥＮＤビット 

ａ）  ＴＥとＤＳＵの間において（ＤＳＵ側受けで）送信信号断又は同期はずれ（送信信号断又は同期はずれ状態

を総称して、信号断等といいます。）を検出したとき、ＤＳＵは自側ＴＥに対してＳＥＮＤビットを“１”とし、

同時に、この情報は相手側へ転送され、相手側ＤＳＵはＴＥに対してＵＮＲビットを“１”とします。 

ＵＮＲ及びＳＥＮＤビットの論理値を表３．１１に示します。 

 

表３．１１  ＵＮＲ及びＳＥＮＤビットの論理値 

 

論理値 方向 

Ｓチャネル 定常

時 

故障時等 ＴＥ ＤＳＵ 

ＵＮＲ ０ １   相

手

側 

ＵＮＲランプ表示 オフ オン  

ＳＥＮＤ ０ １   自

側 ＲＥＣランプ表示 オフ オン  

 

ｂ）  ＵＮＲビット又はＳＥＮＤビットが“１”の場合、ＤＳＵ相互間のＨチャネル及びＳビットの内容は保証さ

れません。 

ｃ）  ＴＥとＤＳＵの間において（ＤＳＵ側受けで）信号断が発生してから回復するまでのＵＮＲ及びＳＥＮＤビ

ットの送出タイミングの概念を図３．１２に示します。 

 

網 側 

ＤＳＵ 

Ｔ Ｅ 
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         Ｈチャネル等の内容が保証されない時間 

   

     自側では信号断等の状態にある時間 

 

        ＳＥＮＤ＝“１”、ＲＥＣランプ点灯    

 

          時間 

 

 

       ＳＥＮＤ＝“１”   ＳＥＮＤ＝“０” 

 

  発生    回復 

  ↓    ↓ 

       検出           検出 

 

    ＵＮＲ情報転送      ＵＮＲ情報転送 

 

 

 

 

    

 

        ＵＮＲ＝“１”        ＵＮＲ＝“０” 

 

 

 

  伝搬遅延時間   ＵＮＲ＝“１”、ＵＮＲランプ点灯  

 

   相手側で信号断等の状態にある時間 

 

   Ｈチャネル等の内容が保証されない時間 

 

 

図３．１２  ＵＮＲ及びＳＥＮＤビット送出タイミングの概念図 

 

ＤＳＵ 

Ｔ Ｅ 

ＤＳＵ 

Ｔ Ｅ 
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３．４  基本回線サービス 

３．４．１  ユーザ・網インタフェース 

80kbit/s、1544kbit/s及び6312kbit/sインタフェースを用います。 

 

３．４．２  各サービス品目と情報チャネルの位置 

各サービス品目と使用する情報チャネルとの関係を表３．１２に示します。 

 

表３．１２  各サービス品目と使用する情報チャネル 

 

ﾕｰｻﾞ・網ｲﾝﾀﾌｪｰｽ 

ｻｰﾋﾞｽ品目 
80kbit/s 1544kbit/s 6312kbit/s 

64kbit/s Ｈ１～Ｈ８   

192kbit/s ＴＳ１～ＴＳ３  

384kbit/s ＴＳ１～ＴＳ６  

768kbit/s ＴＳ１～ＴＳ１２  

1.5Mbit/s ＴＳ１～ＴＳ２４  

3Mbit/s ＴＳ１～ＴＳ４８ 

6Mbit/s 

 

 

ＴＳ１～ＴＳ９６ 

           ：サービスの提供はしません。 

 

３．５  分岐サービス 

３．５．１  ユーザ・網インタフェース 

分岐サービスにおけるユーザ・網インタフェースは、80kbit/s、1544kbit/s 及び6312kbit/s インタフェー

スを用いますが、以下の点に注意が必要です。 

 

（１）  Ｓビット又はＨチャネルを利用して分岐動作の制御を行うこと。 

（２）  Ｓチャネルの転送条件が異なること。 

 

３．５．２  分岐点での動作原理 

分岐点では、図３．１３に示すように、各ＴＥからの送信信号に対して信号間のフレーム及びビットの位相

合わせを行い、Ｈチャネル及びＳチャネルに対して一定の条件のもとで論理演算を実行し、その結果を各ＴＥ

に対して出力します。 

 

（１） 分岐点では、ＴＥ（Ｂ）とＴＥ（Ｃ）からの送信信号間の位相はＴＥの電源投入時の同期確立、分岐点まで

の伝搬遅延時間の相違等により、マルチフレームについては（ｍ＋α）フレーム、フレームについてはαフ

レームの位相差を生じます。 

［ｍ＝任意の整数、０＜α＜１］   

（２）  分岐点では、フレーム位相差（α）のみを吸収しますが、マルチフレームの位相合わせは行いませんので、

マルチフレームの位相差はｍフレーム分だけ残ります。 

（３） 分岐点では、ＴＥ（Ｂ）からの送信信号における（ｒ＋ｍ）番目のフレームのＨチャネルのｉ番目のビット

（ｒ＋ｍ
ＴＨｉ

ｂ）のＴＥ（Ｃ）からの送信信号における（ｒ）番目のフレームのＨチャネルのｉ番目のビット 

 （ｒ
ＴＨｉ

ｃ）についてビット演算を行います。 

  ＴＥ（Ａ）は、その演算結果を（ｐ）番目のフレームのＨチャネルのｉ番目のビット（ｐ
ＲＨｉ

ａ）で受信しま

す。（注１） 

 

（注１）（ｐ
ＲＨｉ

ａ）＝（ｒ＋ｍ
ＴＨｉ

ｂ）・（ｒ
ＴＨｉ

ｃ） 
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Ｈｊ  ：ﾌﾚｰﾑ内のｊ番目のＨﾁｬﾈﾙ（ｊ＝1,2,3…） 

Ｆｋ  ：ﾏﾙﾁﾌﾚｰﾑ内のｋ番目のﾌﾚｰﾑ（ｋ＝1,2,3…） 

ｓ，ｔ：ﾏﾙﾁﾌﾚｰﾑの番号 

ｍ，ｐ，ｒ：ﾌﾚｰﾑの番号 

α：０＜α＜１ 
図３．１３  分岐点での動作原理 

分岐接続装置 

DSU TE(Ｂ) 

DSU TE(Ｃ) 

ＦＮ Ｆｒ＋ｍ Ｆｍ＋１ Ｆ … Ｈ１Ｈ２ＨｉＨｍ …

……ＦＮ Ｆｒ Ｆ１ 

…

… Ｈ１ Ｈ２ＨｉＨｍ …

ＦＮ Ｆｒ＋ｍ Ｆｍ＋１ Ｆ１… … … 

…

……

……ＦＮ Ｆｒ Ｆ１ … … Ｈ１Ｈ２ＨｉＨｍ …

論

理

演

算

回

路

マルチフレームｓ 

フレームｒ マルチフレームｔ 

マルチフレームｓ 

マルチフレームｔ 

フレームｐ 

フレームｒ＋ｍ

(ｍ－α)ﾌﾚｰﾑ

フレーム位相差 αﾌﾚｰﾑ

マルチフレーム位相差 

TE(B)からの 

送信信号 

TE(C)からの 

送信信号 

ＴＥ（Ａ）へ

マルチフレーム位相差

フレーム位相差＝０

ｍﾌﾚｰﾑ 
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３．５．３    Ｈチャネルの論理演算 

（１）    定常時（注１）の論理演算 

Ｈチャネルは分岐点において以下に示す論理式（注２）に従って演算が行われ、各ＴＥへ転送されます。

（図３．１４及び図３．１５） 

 

ａ）    片方向分岐 

ＲＨａ＝（ＴＳｂ・ＴＨｂ＋
ーーーーーー

ＴＳｂ）・（ＴＳｃ・ＴＨｃ＋
ーーーーーー

ＴＳｃ）  （式１－１） 

ＲＨｂ＝ＴＨａ （注３）                    （式１－２） 

ＲＨｃ＝ＴＨａ （注３）                    （式１－３） 

ｂ）    両方向分岐 

ＲＨａ＝（ＴＳｂ・ＴＨｂ＋
ーーーーーー

ＴＳｂ）・（ＴＳｃ・ＴＨｃ＋
ーーーーーー

ＴＳｃ）  （式１－４） 

ＲＨｂ＝（ＴＳｃ・ＴＨｃ＋
ーーーーーー

ＴＳｃ）・（ＴＳａ・ＴＨａ＋
ーーーーーー

ＴＳａ）  （式１－５） 

ＲＨｃ＝（ＴＳａ・ＴＨａ＋
ーーーーーー

ＴＳａ）・（ＴＳｂ・ＴＨｂ＋
ーーーーーー

ＴＳｂ）  （式１－６） 

 

（注１）ＤＮＲ＝“１”又はＵＮＲ＝“１”が送出されない程度の一時的な伝送品質の劣化状態を含んで

いますので、伝送路上で符号誤りが発生した場合、分岐点では、符号誤りを含んだ状態のままで上

記の論理演算を行っています。従って、分岐回線で発生した符号誤りは基本回線に、基本回線で発

生した符号誤りは分岐回線に波及する場合があります。 

なお、ＤＮＲ＝“１”又はＵＮＲ＝“１”が送出される場合の論理演算については３．５．３（２）

項“定常時以外の論理演算”を参照して下さい。 

（注２）３．５．３（１）～３．５．４（２）項で使用する記号等の説明 

（１）各ビットの論理値は“１”又は“０”です。 

（２）・は論理積、＋は論理和を示します。 

（３）Ｓａ、Ｓｂ、Ｓｃはそれぞれ、Ｓａ、Ｓｂ、Ｓｃの否定を示します。 

（４）○は論理演算回路です。 

（５）ＴＨａ：ビルＡの送信信号における１フレーム内のＨチャネルのｉ番目のビット 

ＴＨｂ：ビルＢ   〃 

ＴＨｃ：ビルＣ   〃 

ＴＳａ：ビルＡの送信信号におけるＳビット（送信Ｓビット） 

ＴＳｂ：ビルＢ   〃 

ＴＳｃ：ビルＣ 

ＴＵＮＲａ：ビルＡのＤＳＵから分岐点へ転送されるＵＮＲビット 

ＴＵＮＲｂ：ビルＢ   〃 

ＴＵＮＲｃ：ビルＣ   〃 

ＴＳＥＮＤａ：ビルＡのＤＳＵから自側ＤＴＥへのＳＥＮＤビット 

ＴＳＥＮＤｂ：ビルＢ   〃 

ＴＳＥＮＤｃ：ビルＣ   〃 

ＲＨａ：ビルＡの受信信号における１フレーム内のＨチャネルのｉ番目のビット 

ＲＨｂ：ビルＢ   〃 

ＲＨｃ：ビルＣ   〃 

ＲＳａ：ビルＡの受信信号におけるＳビット（受信Ｓビット） 

ＲＳｂ：ビルＢ   〃 

ＲＳｃ：ビルＣ   〃 

ＲＵＮＲａ：ビルＡの受信信号におけるＵＮＲビット 

ＲＵＮＲｂ：ビルＢ   〃 

ＲＵＮＲｃ：ビルＣ   〃 

（注３）（式１－２）及び（式１－３）はＴＨａの条件にかかわらず成立しますが、ＴＨａが“０”の時Ｈチ

ャネルの内容は保証されません。 
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図３．１４ 片方向分岐における論理演算 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図３．１５ 両方向分岐における論理演算 
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（２）定常時以外の論理演算 

ＴＥ→ＤＳＵ間（図３．１６の①）において信号断等、ＤＳＵ→分岐点間（図３．１６の②）又は分岐

点→分岐点間（図３．１６の③）において故障等が発生した場合（図中の×印）、受側の分岐点では、信

号断等又は故障等が発生している側からの信号に対してＨチャネルのすべてのビットを“１”に変換した

後で３．５．３（１）ａ）、ｂ）項の論理演算を実行します。 

（これは送信Ｓビットを“０”とした状態に相当します。） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図３．１６ 故障等又は信号断等の状態での論理演算 
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②

ＤＳＵ 

ＴＥ 
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３．５．４ Ｓチャネルの論理演算 

Ｓチャネルの分岐点において以下に示す論理式に従って演算が行われ、各ＴＥへ転送されます。 

（図３．１７及び図３．１８） 

（１）Ｓビット（注） 

ａ）片方向分岐 

ＲＳａ ＝ ＴＳｂ＋ＴＳｃ （式２－１） 

ＲＳｂ ＝ ＴＳａ （式２－２） 

ＲＳｃ ＝ ＴＳａ （式２－３） 

ｂ）両方向分岐 

ＲＳａ ＝ ＴＳｂ＋ＴＳｃ （式２－４） 

ＲＳｂ ＝ ＴＳｃ＋ＴＳａ （式２－５） 

ＲＳｃ ＝ ＴＳａ＋ＴＳｂ （式２－６） 

 

（２）ＵＮＲ及びＳＥＮＤビット 

ａ）片方向分岐 

ＲＵＮＲａ ＝ ＴＵＮＲｂ・ＴＵＮＲｃ （式３－１） 

ＲＵＮＲｂ ＝ ＴＵＮＲａ （式３－２） 

ＲＵＮＲｃ ＝ ＴＵＮＲａ （式３－３） 

ｂ）両方向分岐 

ＲＵＮＲａ ＝ ＴＵＮＲｂ・ＴＵＮＲｃ （式３－４） 

ＲＵＮＲｂ ＝ ＴＵＮＲｃ・ＴＵＮＲａ （式３－５） 

ＲＵＮＲｃ ＝ ＴＵＮＲａ・ＴＵＮＲｂ （式３－６） 

 

ただし、ＳＥＮＤとＵＮＲの関係は次のとおりです。（３．３．４項参照） 

ＴＵＮＲａ ＝ ＲＳＥＮＤａ 

ＴＵＮＲｂ ＝ ＲＳＥＮＤｂ 

ＴＵＮＲｃ ＝ ＲＳＥＮＤｃ 

 （注）送信Ｓビットの論理演算を変化させた直後の受信Ｓビットの論理値は、（式２－１）～（式２－６）が成立しない

場合があります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図３．１７ 片方向分岐におけるＳ、ＳＥＮＤ及びＵＮＲビットの論理演算 
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図３．１８ 両方向分岐におけるＳ、ＳＥＮＤ及びＵＮＲビットの論理演算 

 

（３）ＤＮＲビット 

 

ａ）片方向分岐 

 

① ビルＡの回線に故障が発生した場合はビルＡ及びビルＢ、Ｃにおいて、ＤＮＲビットが“１”となりま

す。（図３．１９） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図３．１９ 片方向分岐における故障等発生時のＤＮＲビット（１） 
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② ビルＢ、Ｃの回線に同時に故障等が発生した場合（注）はビルＡ及びビルＢ、Ｃにおいて、ＤＮＲビッ

トが“１”となります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（注）上り又は下りのいずれか片方向のみが故障等の場合は、ビルＡに対してＤＮＲビットが“１”となら

ない場合があります。 

 

図３．２０ 片方向分岐における故障等発生時のＤＮＲビット（２） 

 

③ 前記以外の場合 

ビルＣ側の回線で故障等が発生した場合、ビルＣのみにおいてＤＮＲビットが“１”となります。（注） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（注）ビルＢ側の回線で故障等が発生した場合、ビルＢのみにおいてＤＮＲビットが“１”となります。 

 

図３．２１ 片方向分岐における故障等発生時のＤＮＲビット（３） 
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ｂ）両方向分岐 

 

① あるビル（図３．２２の例ではビルＣ）に着目したとき、自ビル側の回線に故障等が発生した場合は当

該のビルのみにおいてＤＮＲビットが“１”となります。（ビルＡ、ビルＢはＤＮＲビットが“０”です。） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図３．２２ 両方向分岐における故障等発生時のＤＮＲビット（１） 

 

② あるビル（図３．２３の例ではビルＣ）に着目したとき、他のすべてのビル（ビルＢ及びビルＣ）の回

線が同時に故障した場合（注）のみ全ビルにおいてＤＮＲビットが“１”となります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（注）上り又は下りのいずれか片方向のみが故障等の場合は、ビルＡに対してＤＮＲビットが“１”となら

ない場合があります。 

 

図３．２３ 両方向分岐における故障等発生時のＤＮＲビット（２） 
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③ 複数の分岐点がある回線において、分岐点間の回線のみに故障等が発生した場合は、何れのビルにおい

てもＤＮＲビットは“１”となりません。（図３．２４） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図３．２４ 両方向分岐における故障等発生時のＤＮＲビット（３） 
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３．５．５ 分岐制御方法 

分岐サービスでは、３．５．３項及び３．５．４項で示した論理式に基づいてＳビット及びＨチャネル

を制御することによって回線速度単位又はビット単位で分岐制御が可能です。 

（１）Ｓビット制御 

Ｓビットを制御することにより回線速度単位で分岐制御が可能です。Ｓビット制御はＨチャネルのすべ

てのビットに対する送信権の確保（送信Ｓビットが“１”のとき）と放棄（送信Ｓビットが“０”のとき）

を行います。 

 

ａ）片方向分岐の制御例 

図３．２５は、ビルＡとビルＢがＨチャネルのすべてのビットを占有して送信受信する場合の例を示し

ています。 

この場合、ビルＢの送信Ｓビットを“１”、ビルＣの送信Ｓビットを“０”としていますので、ビルＣ

からのビットに関係なく、ビルＢからのビットのみがビルＡに伝達されます。 

また、ビルＡの送信Ｓビットを“１”としていますので、ビルＡから送信するＨチャネルのすべてのビ

ットは全ビルに対して同報的に伝達されます。 

このように、ビルＢ及びビルＣの送信Ｓビットを制御することにより、ビルＡとの通信対地を切り替え

ることができます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（注）３．５．５項で使用する記号の説明 

Ｈｉ ： フレーム内のｉ番目のビットを示します。 

Ａｉ、Ｂｉ、Ｃｉ ： Ｈｉに割り付けたビルＡ、ビルＢ、ビルＣからの送信信号の通信内容（論理値

は“１”又は“０”）を示します。 

？  ： 論理値は有意でないことを示します。 

－  ： 論理値は任意であることを示します。 

○  ： ＭＪＥの論理演算回路をを示します。 

矢印 ： 通信の方向を示します。 

 

図３．２５ 片方向分岐の制御例 
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ｂ）両方向分岐の制御例－１ 

図３．２６は、ビルＡとビルＢの間でＨチャネルのすべてのビットを占有して送受信する場合の例を示

しています。 

片方向分岐の場合と同様に、ビルＢの送信Ｓビットを“１”、ビルＣの送信Ｓビットを“０”とするこ

とにより、ビルＣを分岐点から切り離すことができます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図３．２６ Ｓビット制御による両方向分岐の制御例－１ 

 

ｃ）両方向分岐の制御例－２ 

図３．２７は、ビルＡがＨチャネルのすべてのビットを占有してビルＢ及びビルＣに同報通信する場合

の例を示しています。（片方向分岐のビルＡからビルＢ、ビルＣへの送信と同様の利用方法）この場合、

ビルＡの送信Ｓビットを“１”、ビルＢ及びビルＣの送信Ｓビットを“０”とします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図３．２７ Ｓビット制御による両方向分岐の制御例－２ 
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（２）Ｈチャネル制御 

Ｓビットを常時“１”とし、通信対地毎にビットの割り付けを行い、通信に関与しないビルではＨチャ

ネルの該当するビットを“１”とします。 

 

ａ）片方向分岐の制御例 

図３．２８はビルＡとビルＢ、ビルＡとビルＣ相互間で同時に通信を行う場合の例を示しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（注１）Ｈチャネルを分割して使用する場合の最小単位は８kbit/s です。フレーム内の同じ位置にあるＨ

チャネルのビットをフレームごとに異なる対地に割り付けることはできません。割り付けの変更等を

行う場合は、当該割り付けでの通信終了後、一定の時間余裕を見込む必要があります。 

 

（注２）Ｈチャネル制御において、送信Ｓビットが“１”かつ、すべてのＨチャネルを“１”とすることは、

前項のＳビット制御における送信Ｓビットを“０”とすることと等価ですが、送信Ｓビットを“０”

とする制御方法は、送信Ｓビットを“１”とする制御方法よりも符号誤りの波及に対する耐力が大き

くなります。 

 

図３．２８ Ｈチャネル制御による片方向分岐の制御例 
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・Ｈ１はビルＡとビルＢ相互間の
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ビルＣはＨ１＝“１”とします。

・Ｈ２はビルＡとビルＣ相互間の
通信に割り付けていますので、
ビルＢはＨ２＝“１”とします。
（ビルＡからビルＢ、Ｃへは同
報的に伝送されます。） 
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ｂ）両方向分岐の制御例 

図３．２９はＨチャネルを分割して全対地間で同時に通信を行う場合の例を示しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜ビットの割り付け＞ 

①  Ｈ１には、ビルＡとビルＢ相互間の通信を割り付けていますので、ビルＣは Ｈ１＝“１”とします。 

②  Ｈ２には、ビルＡとビルＣ相互間の通信を割り付けていますので、ビルＢは Ｈ２＝“１”とします。 

③  Ｈ３には、ビルＢとビルＣ相互間の通信を割り付けていますので、ビルＡは Ｈ３＝“１”とします。 

④  Ｈｎには、ビルＡからビルＢ及びビルＣへの同報通信を割り付けていますので、ビルＢ及びビルＣは 

Ｈｎ＝“１”とします。 

 

図３．２９ Ｈビット制御による両方向分岐の制御例 
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３．５．６  Ｓビットの遅延 
（１）    Ｓビット相対遅延 

ＳビットはＨチャネルに対して相対的に遅れて分岐点に到着します。（３．３．４（２）項参照）例えば、

Ｓビットを“０”→“１”へ変化させた直後のＨチャネル（図３．３０の網点部）のＳビットは“０”の状

態として扱われます。 
 

            

送信信号 ０ Ｈ１ １ Ｈ２ １ Ｈ３ ……… １ Ｈｍ－１ １ Ｈｍ 

Ｓビットの変化点 
 

            
分岐点で

の信号 
 

０ Ｈ１ ０ Ｈ２ 0 Ｈ３ ……… ０ Ｈｍ－１ １ Ｈｍ 

 
 

伝搬遅延時間 
 

図３．３０  Ｓビットの相対遅延の影響 
 

（２）    Ｓビット検出遅延 
分岐点ではＳビットの状態変化（“１”→“０”又は“０”→“１”）を検出してから変化後の状態が複数

回連続して初めて変化ありと判定します。 
判定するまえまでは変化前のＳビットの状態で分岐動作を続けます。 
例えば、Ｓビットを“０”→“１”へ変化させた直後のＨチャネル（図３．３１の網点部）のＳビットは、

“１”にもかかわらず、“０”の状態として扱われます。 
 

        ﾏﾙﾁﾌﾚｰﾑ 
      

Ｓビットの変化点 
    

送信信号 ０  ０  １  ……… １  １  

 
      Ｓ＝“０”→“１”の変化を検出  
       連続してＳ＝“１”を検出 
         Ｓ＝“１”と判定

 
 

        

分岐点で

の信号 
０  ０  １  ……… １  １  

 
図３．３１  分岐点でのＳビットの判定 
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４    同期 

４．１    周波数同期 

ＴＥは、高速ディジタル回線に従属同期する必要があります。このため、ＤＳＵ／ＯＮＵは同期タイミングを

網のクロックから抽出し、そのタイミングでＴＥへ送信します。ＴＥは、ＤＳＵ／ＯＮＵからの信号よりビット

及びフレーム同期のタイミングを自己抽出し、そのタイミングでＤＴＥからの送信信号を同期させることが必要

です。 
 
４．１．１    Ｉインタフェース 

各ユーザ・網インタフェースにおけるクロック周波数を表４．１に示します。 
 

表４．１  各ユーザ・網インタフェースにおけるクロック周波数（公称値） 
 

ユーザ・網インタフェース 基本 一次群 二次群 
ビット同期 １９２ｋＨｚ １５４４ｋＨｚ ６３１２ｋＨｚ 
フレーム同期 ４ｋＨｚ ８ｋＨｚ ８ｋＨｚ 

 
４．１．２    Ｙインタフェース 

各ユーザ・網インタフェースにおけるクロック周波数を表４．２に示します。 
 

表４．２  各ユーザ・網インタフェースにおけるクロック周波数（公称値） 
 

ユーザ・網インタフェース ８０ｋbit/s １５４４ｋbit/s ６３１２ｋbit/s 
ビット同期 ８０ｋＨｚ １５４４ｋＨｚ ６３１２ｋＨｚ 
フレーム同期 ８ｋＨｚ ８ｋＨｚ ８ｋＨｚ 

 

４．２    位相同期 

ＴＥからＤＳＵ／ＯＮＵへの送信信号は、抽出したクロックに周波数同期することが必要ですが、Ｙインタフ

ェースとＩインタフェースの一次群速度、二次群速度ユーザ・網インタフェースの場合には、ＤＳＵ／ＯＮＵか

らの受信信号に対してマルチフレーム、フレーム及びビットの位相が異なっていても差し支えありません。（図４．

１） 
     Ｉインタフェースの基本ユーザ・網インタフェースの場合には、公称２ビットの遅延があります。（２．３．３ 
  （１）ａ）項参照） 

 

…………

…………

ＴＥ 

送信

受信 受信

送信 

フレーム位相差

ビット

位相差

ビット

フレーム 

フレーム 

ビット

ＤＳＵ／ＯＮＵ

図４．１  送信信号と受信信号の位相関係
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５    伝送品質等 

ＨＳＤ／ＤＡサービスの県内回線における伝送品質等は、これまで提供してきました回線の実態調査結果から

推定しますと、ＬＩまたはＵＮＩ（以下「ＬＩ／ＵＮＩ」といいます）において、以下のとおりです。 
 

５．１    サービス品目がＨＳＤ（６４ｋｂｉｔ／ｓ～１２８ｋｂｉｔ／ｓ）の場合 

５．１．１    符号誤り特性（ＬＩ／ＵＮＩ相互間及びＬＩ／ＵＮＩ～相互接続点間） 
（１）    符号誤り発生頻度 

％ＥＳ（参考１）は平均的には０．００２％程度です。 
なお、場合によっては０．０２％程度になることもあります。 

（２）    バースト誤り（参考２） 
場合によっては１ｍｓを越えるバースト誤りが、１日に数回程度発生します。なお、その継続時間は概ね

１００ｍｓ以下です。 
（３）    その他 

上記のほか、１０秒程度の回線断が数ヶ月に１回程度発生する場合があります。（参考３） 
 
５．１．２    伝搬遅延時間 

平均的な伝搬遅延時間は概ね以下のとおりです。 
（ＬＩ／ＵＮＩ相互間） 
 ・１０．１（ｍｓ） 
（ＬＩ／ＵＮＩ～相互接続点間） 
・５．４（ｍｓ） 

       端末区間の伝送方式によっては、上記の値に最大９ｍｓ程度の遅延が加わることがあります。 
 
 
 

５．２    サービス品目がＨＳＤ（１９２ｋｂｉｔ／ｓ～６Ｍｂｉｔ／ｓ）の場合 

５．２．１    符号誤り特性（ＬＩ／ＵＮＩ相互間及びＬＩ／ＵＮＩ～相互接続点間） 
（１）    符号誤り発生頻度 

％ＥＳ（参考１）は平均的には０．００１％程度です。 
なお、場合によっては０．０２％程度になることもあります。 

（２）    バースト誤り（参考２） 
場合によっては１ｍｓを越えるバースト誤りが、１日に数回程度発生します。なお、その継続時間は概ね

１００ｍｓ以下です。 
（３）    その他 

上記のほか、１０秒程度の回線断が数ヶ月に１回程度発生する場合があります。（参考３） 
 
５．２．２    伝搬遅延時間 

平均的な伝搬遅延時間は概ね以下のとおりです。 
（ＬＩ／ＵＮＩ相互間） 
 ・６．４（ｍｓ） 
（ＬＩ／ＵＮＩ～相互接続点間） 
・３．６（ｍｓ） 

端末区間の伝送方式によっては、上記の値に最大９ｍｓ程度の遅延が加わることがあります。 
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５．３   サービス品目がＤＡ（６４ｋｂｉｔ／ｓ～１２８ｋｂｉｔ／ｓ）の場合 

５．３．１    符号誤り特性（ＬＩ／ＵＮＩ相互間及びＬＩ／ＵＮＩ～相互接続点間） 
（１）    符号誤り発生頻度 

％ＥＳ（参考１）は平均的には０．００２％程度です。 
なお、場合によっては０．０２％程度になることもあります。 

（２）    バースト誤り（参考２） 
場合によっては１ｍｓを越えるバースト誤りが、１日に数回程度発生します。なお、その継続時間は概ね

１００ｍｓ以下です。 
（３）    その他 

上記のほか、１０秒程度の回線断が数ヶ月に１回程度発生する場合があります。（参考３） 
 
５．３．２    伝搬遅延時間 

平均的な伝搬遅延時間は概ね以下のとおりです。 
（ＬＩ／ＵＮＩ相互間） 
 ・１１．８（ｍｓ） 
（ＬＩ／ＵＮＩ～相互接続点間） 
・６．３（ｍｓ） 

 

５．４  サービス品目がＤＡ（１．５Ｍｂｉｔ／ｓ、６Ｍｂｉｔ／ｓ）の場合 

５．４．１    符号誤り特性（ＵＮＩ※相互間及びＵＮＩ※～相互接続点間） 
（１）    符号誤り発生頻度 

％ＥＳ（参考１）は平均的には０．００１％程度です。 
なお、場合によっては０．０２％程度になることもあります。 

（２）    バースト誤り（参考２） 
場合によっては１ｍｓを越えるバースト誤りが、１日に数回程度発生します。なお、その継続時間は概ね

１００ｍｓ以下です。 
（３）    その他 

上記のほか、１０秒程度の回線断が数ヶ月に１回程度発生する場合があります。（参考３） 
 
５．４．２    伝搬遅延時間 

平均的な伝搬遅延時間は概ね以下のとおりです。 
（ＵＮＩ※相互間） 
 ・９．８（ｍｓ） 
（ＵＮＩ※～相互接続点間） 
・５．３（ｍｓ） 

 
       ※ＤＡ（１．５Ｍｂｉｔ／ｓ、６Ｍｂｉｔ／ｓ）においては、ＬＩ点での提供はいたしません。 
 
 
 

〔備考１〕「平均的には」とは平均的な系の品質であり、「場合によっては」とは限界的な系の品質である。 
〔備考２〕伝搬遅延時間については、あくまでも参考値でありこの数値を保証するものではありません。 
     特に回線距離が長い場合は、この限りではありません。 
〔備考３〕他事業者の中継回線をご利用の場合、中継回線部分の伝送品質等については各回線提供事業 
     者へお問合せ下さい。 
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（参考１）  ％ＥＳ 

％ＥＳ（Percent Errored Seconds）は符号誤り特性を評価するための尺度の１つで、データ伝送等の１ビット

の符号誤りも許容されない通信系の評価に適した尺度です。定義は以下のとおりです。 

％ＥＳは、１秒毎に符号誤りの発生の有無を観測し、少なくとも１個以上の符号誤りが発生した秒の延べ時間

（秒）がアベイラブル時間（注）に占める割合を百分率（単位：％）で表わした尺度をいいます。 

 

（注）  アベイラブル時間とアンアベイラブル時間 

  回線の品質が著しく劣化すると、この回線は不稼動な状態と判断され、伝送品質の規定領域を超え

て、安定品質での規定領域となります。その境界としてＩＴＵ－Ｔでは「１秒ごとに測定した符号誤り

率が１０―３を超える状態が１０秒以上連続したとき、このような回線は不稼動状態にある」と規定して

います。 

  この時間をアンアベイラブル時間といい、図５．１に示すように、その連続した１０秒を含めてア

ンアベイラブル時間が始まったと考えます。これに対して、回線が稼動状態にある時間をアベイラブル

時間といい、アンアベイラブルな状態から１０秒間連続してそれぞれの秒の符号誤り率が１０―３より良

くなったとき、アンアベイラブルな時間が終了したと考え、その連続した１０秒はアベイラブル時間に

含めます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

       １０秒 

 

 

 

 

 

            １０秒 

 

              時間（秒） 

 

 

   アベイラブル時間                 アンアベイラブル時間                   アベイラブル時間 

 

 

 

図５．１  アベイラブル時間とアンアベイラブル時間 

 

１
秒
間
の
符
号
誤
り
率 

10―∞ 

 

 

10―６ 

 

 

10―５ 

 

 

10―４ 

 

 

10―３ 

 

 

10―２ 



 101

（参考２） 符号誤りの発生形態 

 符号誤りの発生形態には、バースト誤りとランダム誤りがあります。 

 バースト誤りは短時間に多数の誤りが集中して発生する符号誤りをいい、ランダム誤りは時々１ビット程度 
の誤りが発生する符号誤りをいいます。 

 
（参考３） ＤＮＲを利用する場合の留意事項 

 ＩＴＵ－Ｔ勧告Ｘ．２１において定義されているＤＮＲ（DCE Not Ready）は回線の故障や試験状態等のため

にサービスが提供されない状態であることを示す情報ですが、高速ディジタル回線のユーザ・網インターフェ

ースにおいて定義するＤＮＲは上記のほか、バースト誤りなど伝送品質の一時的な劣化状態においてもＤＮＲ

＝１とする場合があります。 

 また、５．１．１（３）項、５．２．１（３）項、５．３．１（３）項及び５．４．１（３）項に示すよう

に、１０秒程度の回線断が発生する場合があります。したがって、ＤＮＲを利用する場合（回線の状態を監視

し、予備回線への切替等に利用）には、ＤＮＲの状態を一定時間以上監視して頂くことが必要です。 
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